
(1) 昭 和 26年 8月 1日 前 ・橋 市 廣 報 第 ー 8
 

齋

宛行 所

帥 隅 市役所

m閥託 岨 1醤地

区］ なt
前匹市邸籾匹虞

一松 田 想松

印成 立 含

爪湿市砥に町10!'>

第

十

入

号
る 給初広絃

杏

の

名

熊

世

つ
い
て
は
羽
毛

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、
名
醤

孟
当
の
決
劣
鉦
れ
ま
し
た
が
、
隅

当
正
式
決
定
と
共
に
、
各
凹
む
協
同
組

合
の
洪
出
滋
欲
閉
批
し
、
七
月
二
十
日

現
在
岸
く
も
四
亨
六
％
の
好
成
記
を

示
し
、
詞
二
十
一
「
H
か
ら
間
如
空
芯

第
二
次
衷
怨
更
に
上
昇
七
示
し
て
お

I
J
ま
す
。
な
お
今
月
初
句
ダ
が
一
二
次
検
五

組
合
名

岩
畔
町

園
鉛
町

固
定
安
西
祝
は
、
な
来
ヒ
心
こ
っ
い
て

池
租
、
家
ば
に
つ
い
て
家
足
祝
が
E
亡

ら
れ
て
い

J

ム
の
が
、

m.'の
J
f
j
に
出

の
改
正
に
よ
U
地
租
、
家
ビ
唸
が
廃
止

さ
れ
て
四
定
費
憑
税
と
な
り
、
ナ
地
、

冤
庭
、

色

Jilg（
小
文
の
用
に
供
ナ

き
と
の
出
来
る
減

n
g却
交
芭

に

翌
さ
れ
る
も
の
で
ゐ
り
衣
す
が
、
昨

年
は
諜
緊
の
木
礎
を
芦
田
四
硲
で
決
定

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
介
年
は
史
に
改
正

さ
れ
て
、
す
べ
て
涸
正
な
る
時
団
に
よ

品
定
す
る
こ
と
に
な
り
文
し
た
。
こ

れ
が
た
め
、
市
で
は
七
月
禾
か
ら
全
市

[

胄
真

、
虹
沿
5

の
こ
及
ケ
ぴ
げ
1
で
オ
盆

統

・Ufい
を
深
め

坦
祐
翌
統
iitが
た
べ
利
E
さ
さ
る
の
合
も
、

i
1

っ
盃
＜
硲
」
、
生
烈
菜
会
を
四
堡
す
る
こ
と
に

苔
計
を
油
じ
て
和
政
の
で
翌
一
咬
化
の
安
さ
ん
(
'

二
〗
[
`
[
」
日

"
s
t
”

。
戸
刀

H
赤
募
金

． 

＾ 

目
椋
突
破
に

つ
い
て
感
謝

す九別すぜキ
0 -f・（こ°ひ行

＾ 亡 す ！ 共 岬 う
l,'i.! 石る ii't 予

ー・ 政,......,. . 
七四 致 政 沈 ー ・ ー^ 月と
四パ 府し万ぢ辟よナ
・・ 沢八叩 U るか
六ハ石伍入 口り人ぽら

Ji. I'._,/ 希‘
.. ~t -./.J. ツ芹l

小回 -・ . ~1 、当
: : --: ぷ
〇ブ(、 IIJ.

!lj・r・を 7..:::lo 
:--: ブL'&数J:

ブ{,,~ し tと

で巳せまに----
天天 it,~ 必油 fr)~月 rャ

元也 ~/II H:t lfJ北・t,,, 
ーぶ 田J町笠火沿；ぶぶ：・由

1
0
 
pcl 

~ 
七；． 

--: ?•J -・--・.o四 P!l四
fi. -- ...; u -. 六. . . ... 
00七一八 ：：

回
(

a

i

忍

翌

．

一

四

七

・
八

四

0
l
.

噂
{
-
、

0五
—
-
i
秒

一
＿
葵・一
九
六
丘

忍／
i

-

旦

・
パ

匹

一

閉

田

一

0

七

．

i

-

ー

ニ

を

紅
益
六

0
•
八
一

・登

虚
"
]
=
-
1

・

七
亙
八
―
市
斎

”
:
0
1•五
互
ハ

墨
―
―
-
．
六

•
五

し
．
七
―
”
芹
．
E
.
―
-
七
·
O

50-

k

'

i

-ォ
-
l•
九

｀
I
n充
二
四

'i
i
r
-
r

．
九
九
'
•・O
 
1
0

、
八
竺

1

|

|
．

ー

1

F
四
0

＿L-
―-

公
職
追
放
解
除
と

e-

』六
，
解
散
園
体
構
成
員

一ヒ四
~
:

I

課
つ
た
登
録
呑
に
救
済
の
途

一
、
0
八
71
な
の
店
放
が
全
に
杷
除
に
な
っ
て
一
汰
5
が
収
の
嬰
に
よ
つ
て
解

mし
た

八
八
：
1
ぃ
衣
ナ
が
、
隠
五
督
＾
p

問
の
も
の
広
含
れ
る
覇
体
を
含
む
）
の

-
＼i
a
｛
人
、
が
｀
”
腐
竺
紺
＾
T
J
E岳~
開

u
桔
然
と
し
両
岱
令
を
五

．

ー

に
窃
以
し
か
も
の
て
、
醤
ぶ
品
の
爬
こ
よ
り
闘
の
政
凶
い
々
受
け
き
）

色

な

2
Jお
り

(DDち
躙
成
仕
の
四

．
 

g-令
“
え
る
も
の
が
坪
ぼ
岡
体
田

成
は
、
兵
恰
人
、
夜
、
特
窃
費

課
税
の
基
礎
に
な
る

固
定
資
産
の
評
償
始

i
る

臼
闘
鱈
臼
丘
E

文
っ
た
も
の
各
ん
：
凸
力
し
た
れ

忍
は
翌
そ
の
5
象

笞

し

て

本
決
定
と
骰
決
定
の
5

し
応
は
十
二
月
甜
ね

り
）

5
れ
・
-E應
屡

芝

土

．

は

な

ら

な

い

舌

使

は
に
も
-
U
れ
な

翌
；
且
悶
の
九

0
0

翠
舟
号
尻
・
於
て

ド

r'
几
0
も
、
畑

i

、

0

八

。

一

的

賛

鰐

仔

臼

て

g苔
狂
い
る
も
の
も
含
衣
れ
て

応
．
f
り
、
苓

九

n令
翌

で
に

森
た
な
さ
れ
た
口
料
と
、
右
の
仮
一
い
を
和
苔
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
人

麿

閑

も

'
Eは
、

口

届

唇

対

し

て

は

枯

さ

れ

委

念

り

函
況
汲
忽
納
苔
二
月
）
に
翌
ま
す
か
ら
、
赤
心
会
腐
歪
盆
熟

さ

れ

を

さ

に

な

っ

て

お

り

李

品

盈

竺

首

の

醤

な

必

っ

た

（

岱
H
)

方
は
、
至
窟
没
腐
翌
に
薔
絡

了
さ
る
荏
希
芭
い
た
し
ま
ナ
（
柁
邑
古
）

布
、
製
存
叫
に
函
介
ーは

全

と

ピ
り
ま
し
た
か
・
ウ
、
ぢ
箆
命

念

E
mの
W
生
f

よ
う
、
．
り
に
ゥ
さ

ん
の
御
努
を
お
四
い
し
た
い
と
当
2

で
は
希
rpし
て
い
り
ま
す
。

な
お

C£
心
の
い
定
な
而
屹
は
5
に

竺

別

、

翌

閑

巖

、

今

JJ
第

-．．
 

別
の
ぼ
収
を
打
い
夜
’
が
、
こ
の

景
額
な
R
-N
I、
沈
二
切
、
第
一
—

i

期
と
も
昨
年
同
ほ
の
方
法
で
位
に
決

八
ハ

・
四

製
滸
別
の
供
出
割
当
数
拍
内
訳

完遂に御協力下さい

i 
I 

=1 I 
'# I 

I :I I 

Iii 

お
り
士
し
た
か
；
ズ
の
如
E

キ
生
、
ロ

開
．
忍
祠
冑
勾
し

西

忍

羞

尻

仇

過

し

て

六

卜

七

万

辛

ょ

翌
3
し

し

久

七

月
l

•

• 

-「
h
現
在
＞
こ
れ
を
内
ボ
す
る

と
次
の

mり
で
、

H
赤
姿

a
BiSで
は
各

盈
の
熟
磁
心
れ
る
即
協
力
に
g
記
し

て
お
り
ま
す
。已

口
印

U
占
疇
金
及

尻鐸血

街
田
謬
企

}
王
似
琴
金

合

計

紅
王
覇
（
円
）

苔

．

g
哀
、S

-n-
、尖
＝
吾
勇

1
0・
0

0

 

1:K

、liH

至
七
、
翌
）

｛宅、
0
1
0

，
 

今
月
の
店

――
-B旧
七
月
閉
、

八
日
灯
秋
、
十
七

I' 



和26年 8
-ー_,● , .,  ―'" ". 

月 1日
ヽ
り 前 襦 市 霰 翰 第 ー 8

 

禁 ，・.・.:1.''(2-,! 

オ

i
g，七
嘉

F
●
芯

匂
に
同
孔
磁
降
、
阿
ら
は
足

7
市

政

運

営

の

原

動

力

さ
』

は

予
算
か
ら
見
た
税
金
の
使
い
迄

g

.n
5
月の恰
li

-し-
＞
腐

f
ざ？
＃
r
．翌
各

タ
金

ぶ

娑
11

一耳
か
早
脊
苓

滞
納
は
市
政
を
い
且
．
ノ．伝
に
し
ま
す

マ
に
苔
梨
・翌
じ
屈
翌

竺^

ia
野
醤
u

器
旦
塁
翌
岳
手
と
、一
墜ハ

r羞
一

ぷ

苔

'

o.
1
%

ふ

戸

蒻
力
で
、
-
)
万
日
の
．rll
店

晨

ふ

羹

悶

忍

以

マ

、
喜
誓
ー
七
t
、八

れ
が
予
定如
リ
市の
牧
入
と
な
る
か
否
i
i
屈
’
-

―-•
パ
劣
ら
・
け示
の
年
の
姦
に

·~
r¥-1

日、九
T

.
r
-

己

・い
り
。
モ
笑
裏
惹

急

・心い，
i
"
'
{

J

>

 ．．
 
下
ら
翌
誓
11

告

か
ゞ
、
和
政の
食
令
兵
翡
々
及
和
翌
弓
t

I
 

屈

眉

―
lcJ.E
塁
屈
誓
韮
望
裕

i
,

l

一

王
ユ
ネ

K‘
國
語
講
座
を

ぼす
ことは印すまでももり'JiIん

喜

九

・-
。
ご
{
3やよ
．珀
喜
'
9
-
g
誓

＾

夕

スコ

が、

そ
れ
では本由99、一グ
C
E

-
l
-•l
/
9尖
朽5
虚
翌

・翠
靡
舌

希
ど
の
位
念

究

に

よ

つ

て

い

る

や

四

一

かを
お
知
ら
ヰ
忌
言
、
〈
m
殴
予
炉
裕
．
，
閉
扇
七
・い”
l
C:
~~: 
~; 

に

呈

翌

ぢ
5]
-

3

『3

～八
月
一
日
よ
り
図
比1
位
で

竺

一般会翌）の

i-t喧
ハ
岱
＇
凶
六
・
ハ
，

g
-翌
＿
名

J

ぱ
羞
'
5
.
9
m
且
羞
羞
委
い
"
]

0
9
n
i
,
9
)
i
ぶ
よ
り
i●

直
ナ
券
ハ
裏
腐
ぅ
り
、
モ
叩
●[?

宜．
c

互
IIJ

登
パ
考
f

亡
―... 、

•. 

、
マ
っ
翠
た
め
に
は
腐
祖
11

然
岳
，

い
で
、
は
気
翌

璽
・

六
喜
言
平
召
筈

一
•四
”J

一
生
して、
止
ふ
ぷ
•<
』
う
い
L
●
い3

き
翠

屡
喜
嘉

．：
ど
＇
い
：
り
＂

十八
万
一
千
余
隠

J

い
m
,
Y
,
3
迄
芋
悦

ー・
1”ご
．
ぇ
、
空
砂
い
必
嘉
＇
ダ
恙
＿
m
ぃ
・
立
阿
誓
ば
、
咋
・
「
卜

），｛

町
：
●
●
，
＂
広
伶
含

一
屈

一屈
咆
い
L
f
.
E
M
り
記
、
醤

泊
竺
含
・
r
F
l
J

戸
他
，
凡

か
なってお
り、

そ
の
他
の
酋
・四
腐
コ

写
．
え
・
炉
芯
3

，
ク
屈
名
空
古
、
交

詞
腐
．
4

ーヽ守
．念
'"t'し＇狂

図
斧
開
さ
ぶ
、
訊
、
伽
、
エ
-

届
裔
歪
、
臣
栢
i
‘
い
叫
1
1
1
f
5

懇
[9

4

-

．．‘。”その
な
翌
褪
酋
．
＂
羹

怠

0
•
八
tヽ

＿沢
I
l
l
g
廷
、
＿
舌
詞
←
只
焚
討

暑

‘
i
樹
、
船
ス
企
な
ど
に
よ
っ

E

、

ー

ス

ペ

ラ

ン

J

I

t

r

g

凸

ぃ

吝

り

一

闊

姐

、

5.
，
企
塁
岱

苫

か
な
っ
て
評
•
手
。
こ
れ
に
よ
り
“
四
．g

心

‘
茎望
、
＇
、
い
応
し
李
。
李
が
合
、

』ト
い
り
喜
，
民
9
1
念
長
、
恥
●
隠
隠

言
ミ
芯
隠
に
位
4
,
r
.ィ
C.
＼
卯
ー
、
L

つて
も判るよ
う
ーリがー．
m GtJ~K>

, 
1

企

九
・七芝

rr心、か＂り）

予冗
の約牛分を

“
9ぃるわけで

t`

方、心昧

、ヽ
Ir
'竺
ょ
ヅ
立
し

O

J
I
Y
I
や
y
図
心
m

令
．
切
）
製
陀
ぷ
3
．
芋
・
・
-
ジ
-

C

i-411に
7

．一i（魯

に
女
姜
し
．
1
0
即
訟
も
内
忠
在
，
J
．
J

鱈

門
託
麟
鱈

開
業
委
員
決
定

す。

そ
の
袋
ni

で
は
苔
9
．ぇ

十
五
氏
が
無
投
梁
当
選

委
＾
‘
ふ
岳
｀
m
込
ふ
卜
さ
藍

9
り
、J
臼
．内

3
乱

方
が
部
ん
で
納
翌
て
、
ベ
ー
い
●
ナ
庇
て
葛
．
屯
が
り
浮
。
舌
、
{
•
四

t
1

し
廿
岱
門
¢
．
い
別

尉

房

）

m

望

芯

翌

望

惰

翠

塁

翌

ら

会

杏
醤
委
簗
胃
塁
認
遥
塑
．
、
IHJ-k
）

炉
志
命

薪
い致
し
、ia
納
に
対
し
て
は
、
胚

廿
〗
闘
闘
［
二

1
1
→t
E□〗
汀
ぃ
喜
[
-
ハ
戸臼
[-てす
。
亙
喜
誓
犀
）

夏

翡
一
閃
、
品

腐

喜

古

暑

喜

跨

亙

崎

悦

八

｛

，ベロベ郎

8
.
9
月
の
競
輸

愚

届

一日も早くお納
め
下
＿
互
呈
鵞
緊
決
定
し
ま
し
天
川
臭
0

七
．

蕊

言～

塁

賣

塁

浮

。

た

。

（器

3

回

一

塁

w
m暑

夏

羞

苔

喜

ぎ

，

3

ー
）
の
式
翌
る
、
一
．．
 
八`

市税
が
市の民
翠
っ
て
ゆ
く
上
宗
募
一

杯

黛
六
璧

0

罰
磁
—
f
9
喜
了
翌
喜
二

：
急
）
奇

(
l
)の

岩
庄
熙
郎
底
田
町
蓋

烈
姑
命
七
日
（
金
）
か
‘
.JrJL11(9)翠一

1

・ーいダ●libJとし[
‘りい上ナ。

一

に
、
如
何
に
大
きた
口
係
が
お
る
か
天
111即
八

とい`
つ
戸）と
を
証
明すをた
め
の
一
同

一四

戸塚

衷
睾
切
将
七

七

包

慧

案

一面
も
石
ぃ
元
fl屯

平

(-m
心

躙
と
し
て
、
今年
殴の
市
唸
磨

六
供
一
〇
六

山
岸
普

六

供
＝
＝
＝二繋

契

—
i
（も一
i
+
-
＝
-
（
J

ご
h
'四
り

I
-
I
‘

、:9,.1,0,9“1-1
,9
¢
9
i
,
＇',．
'
,
'
i
i
i
‘
r•• 
0
9
9
9
,

＇

‘
,
C
,
.
h
>

、
9
,

＇
:
＇

l
,
‘
;
i
i
•
9
,

．
鼻

◇
.：翌

「
協

喜

詈

を

一月ロン
ド
ンに集
ま
った四十四
グ
民間
の
協
力
珂
讐
醤
し、
世
界
到
は
病
院
『
ぷ
薔
百
w
H
芥

、

立

こ

青

羞

闊

箆
し
ま
し
た
が
、
今
仕
「
隻
慧
竺
百
人
に
よ
って
成立し、

る
と
-)急
、正
塁
を
魯
四
、
法を

〇
⑮

唸

尺
3

I
L
o
(

；

羞

怠

誓

竺

．つ't

n
」に
つい
盃
翌
し
ま
し
ょ
う
。

十
努
誓

喜

食
品
犀

祭
し
、
人
翌

委

隠

忌

竺

翌

喜

u
N
E
s
c
o
（
随
際
均
い
衣
す
。
翌
の
全
1,．
は
信

ユネ
ス
コと
は
啓
、
翌
及
娑
化

定め
られ
、
モれに
よ
って
活動
が
叩
し
て世界の平和
と
安
全
に
醤
」
し、
器
科
学
文
化
悶
）
の
蒻
で
あ
后
麗
喜
手
が
、

4;

喬

逹

協
如
に
品
図

足

讐
れ
たので
あリます
が
、ユ
委

ょ
う
与
る
もので
あ
り
ま
す
。
る
」

丘
ぺ
f9れてい
一ク
の
は
、
璧

n
、
惜
翌
芦
衷
(

I

裟

畜
翌
国
凶
醤
力
の
醤
で

、

ー

ー

原
芦
翌
苔
誇
合
加
附

弓
羹
誓
れ
、
バ
J

ーノリ
ー
にお

贋＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝――
U
-

＝＝＝l-＝＝=-＝＝=-=-＝i-＝＝＝=＝=＝＝巨l=＝巨―-＝＝==＝＝＝＝＝＝l-＝-＝吾＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝i-―i-＝＝＝i-＝
＝＝＝＝＝
＝R
"

11

ユ

ネ

ス

コ

と

平

和

運

動

一

げ

るユネス
n
総
会
で
江
亡
羞

n
 

四
欝
緑
月

磨
一っ
と
な
宅

いるも
箆
す。ユ
麦
品

＂＂ 

間

加

即が
紫
認さ
れ
た介日
、
叩
臣
ネ

ユーナイ
テッド
11
ネーショ
ン
ス

否
讐

茎

の

習

翌

悶

洲

d-n=＝
-n=＝＝
!in 
=＝
 
lmDld ==＝＝===＝l-il-＝=吾-=＝-＝=＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝-＝=＝＝＝＝-＝1=＝
-＝＝＝
＝-＝=＝＝=＝＝＝＝＝＝＝i-＝＝＝＝＝＝＝＝訓

11
エ
デ
ュ
ケ
ー
ショ
ナル
11
芳
｝一

ンテイフィック
11
アンド
11
カ
ル
n
墨
の
嬰
に
祠
手
は
人
の
心
の
◇
・
・
・
ユ
ネ
ス
忌
篇
葵
デ
ツ
ト
氏
と
ユ
ネ
ス
n
と
の
息
酋
箆
麿

認
即し
て
力
雙
孟
菰
笞
闘
し

チュラル
11
オ
ー
ガ-ーゼーション

点`
に
姐
ま
る
も
の
で
魯
か
ら
、
平
が
合
年
の
五
月
叫
江
デ
ーに
当つ
て
の
て
卒
世
箪
的
に
い
い
あ
ら
わ
し
た
も
の
よ
う
と
し
て
い
ま
す
習

の
印
マ
学
を
と
つ
●
毎
絲
i)、こ
れを

和O
!”
ぽも人の心
の
うちに
打ち
四
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
な
か
に
「
固
速
の
組
院
で
あ
り
ま
す
。

◇
．．
． 

こ
の
速
切
に
市
民
0空
0

んが挙

に
於
て
は
一
万
に
禁
て
安
全
保
戴
聾
冨
◇
．．．
 
刃盃市には詔和
ll十
四
年

l]月つて
御協力下さる饗希
Iii
いたし吃

,
＇

,
.
,
L
 

≪
っ
と
“
監
罹
ぐ
阪
で
射
”
そ
化

a
v、t
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

L
6べ

夕 ぶ

か・ウ
k
dり
ま
と

▽
'
体
磁
翠
駆
ふ
在
姿
II

i
やーか・？ぷ泊
t

そ

▽
1

灰ソそ＇ボールベ全

I
¥`
（以夫＇囚ぶ
i,-

▽
}
ー
[
.
げ
蝶
も
尿
I
沢
佼
，
公

t
1
1
r
百
l(~;~J'

• , 

1
生
）

▽
比
水
占
巽
・
・
9今{
l
小

i-11

C
l
3
 

▽い
E
¥
-
l

，頂
ふ
．
柁
バ
ー
．
F

江

j•• 
r
,
i.；
'
[
•
ノ

冗

‘
.
9
!
u
i
・
ー

、
よ

ゥ，＞ド）



-(3) .•.- 昭 和 26年 8月 1日 前 襦 •市 廣 輯

ヽ

柘

プ

か

＂

穿

存

麿

さ

れ

を

か

、
戎

＇
は
昧
面
い
た
と
で
ィ
”
｛
ッ
ぎ
竺

ふ
ニ
ゼ

防
氾
祖
、
所
呈
ヵ
所
に

4

JI.I

t9. 

往
．
J
J
.
[O

？

・っ

r
．
返
は
い
い
ふ
ぶ
り
合
ご
0
店

ゞ

イ

ン

条

塁

扮

．
1

．．9

か‘

'な
し
2

益

お
応

こ
と
い

▽

f
ー
将

‘m
忍

虚

祖

じ

茫
門
怠
ごr.

g

.J
・・：．心

C
〉
、

•
L

o汀
且
‘
汎
ぃ
礼

されこ‘
J

忍
料
；

．．
 リ

ャ
い
合
し
店
．
心
と
い
う
よ
う
な

喜
g
，
に
ぎ
．
ゥ
午
．
平
、
一

喜

一
翌

嘉

―

-g
l

且
り
冒
冑
髯
！
！
〗
〗

i
i
！
二
誓
｀

皿心

m丘
令
文
付
け
九
．
沿
り
ま
T
q
g

湿
苫
'-g

匂
‘
g
午
竺
時
か

7
川
の
水
・
使
用
を
禁
止

ぃ

、

上

流

に

赤

痢

病

装

生

、9
岳

汽

農

悶

屈

行

し

ヽろ

，
ー

水
泳
や
魚
捕
り
も
や
め
ま
し
よ
う

琵

本
市
を
只
流
す
巧
河
川
の
上
流
血
団
で
あ
ゑ
多
迎
心
古
兄
、

E
和
の
E
村
沫
印

4
5
が
起
氾
し
て

ぃ
士
す
の
で
、
七
月
一

11か
ら
八
月
-
=
-
＋
一
日
ま
で
の
問
、
im
内
の
iaJ
川
、
池
即
、
た

aに・
i●
け
る
水
泳
や
爪
f
f
l
り
及

び
そ
の
水
の
但
用
が
勺
止
さ
れ
ま
し
た
。
和
向
の
肉
染
路
の

2`
っ
、
川
の
水
の

m
mが
幻
も
大
さ
な
厄
因
全
な
し
一
J

い
を
）
と
は
、
屯
さ
位
に
門
穴
知
C
河
り
で
す
が
、
本

r
は
g
に
水
路
が
沢
山
¥
-
、
E
伍
上
、
そ
の
兌
烹
註
い
い

の
で
あ
り
ま
ズ
。
で
す
か
ら
川
で
[

E

る
‘食
茫
々
江
ぢ
た
リ
、
子
心
●
ぞ
．
か
が
士
た
り
ナ
を
）
ケ
は
；
佑
に
か
か
一
ク
も
と

に
な
り
烹

ら

、
川
の
水
ほ
怨
対
に
四
わ
た
い
よ
う
に
致
し
京
し
よ
う
G
5
出
む

コ赤
似

赤
斥Jf'l 

の七
-==: 発H

五 名 生 中

暑
中
休
暇
中
の

兒
鉗
缶
徒
の
袖
心
は

こ
う
し
て
行
い
ま
す

昂
岳
畜
ふ
語
悶
易

0
心
，
1
1
厄
叶
＂
忍
：
．
＾
•
い
笛

翌

尻

席

苔

‘

郎

色

斉

ILし」．り、

ぃ9・
訂
給
“
炉
磁
し

喜

豆

灸

r1

月＇
5
-て
腐

ば

唸

豆

糾

ど

公

蚊

を

退

治

し

ま

し

よ

う

―

[
い

[[5
月
旦
＿
口
喜
彗
言
疇
汀
汀
．
ぃ
冒

ぎ
と
は
よ
ろ
し
く
ふ
リ
ょ
克
。
常
季
対
策
を
実
府
し
＾
と
吊
い
な
に
．
1
t
e
固
11
也

ぷ
が
r
広
笈
g
‘
良

日

本

腑

炎

患

者

縣

下

に

も

発

生

に

即

9’‘
じ
江
し
、
功
竺
見
き
塁
）
と
に
な
り
ま
し
忍

□

Jt
怠

翌

‘

ぢ

翌

＾

◇
・
・
・
翌
差
一
び
し
く
な

歪

悶

誓

彦

屡

乳

5
0

抵
瓦
力
を
加
く
し
て
お
く
-
)
と
が
必
竺
一
殴
の
．
怠
忍
悶
裏
ピ
合
・つ。

尻

腐

行

し

手

が

、

n奮
；
定
を
受
げ
ず
、
索
人
翌
堪
時
を
過
一
で
す

。

塁

ぃ

心

し

ま

す

。

一

c
い
氾
．
り
11.m
内

予

ぎ

誓

苔

仕

い

翌

ぎ

翌

i-ご
す
と
、
取
返
し
の
つ
か
な
い
失
敗
を

◇
．．． 
LJ
喜

喜

喜

；

ぢ

酪

図

慧

息

ど

直

巧

月

，

5

染
内
で
す
。

8
に

本

笞

も

息

い

が

茄

芦

李

。

い

り

築

で

‘

-

g

皇

塁

羞

eg
と
浜
1

き
屈
迄
店
し
て
い
戸
辻

0
万
叫
11

梵
l
臣

r9
埒
げ

生
し
ま
し
た
か
｀
謡
餅
号
麿
‘
こ
◇
…
そ
れ
因
は
こ
の
日
本
塁
を
予
防

0
%
、
十
一
翌
望
盈
衷
が
l-
―
要
は
会
が
中
心
と
な
り
、
朽
に
醤

ー
と

屹

も

そ

れ

脊

泣

喜

．Ill

舟

筈

が

ぎ
し
く
な
る
隣
に
す
る
に
陸
｀
名
悟
い
か
と
い
い
＿
五
％
と
い
う
苔
塁
。
ど
｝
尋
巴
導
に
苫
さ
。

iB]ぶ
蒻
レ
｝J
[喜
ゃ

お
い
て
は
大
い
に
胃
§
§
翌
J
‘
—
て
れ
は
削
に
も
い
足
ょ
う
さ
ん
の
世
翌
克
啓
醤
面
号
貨

-
9月
息
屈

翌

喜
き

な
翠
I
I

に
、
こ
の
区
は
改
羹
拿
怠
＿

＿っ
し
い
ば
染
病
「
日
本
慶
」
に
か
か
＿

a喜
翌

鼻

因

。

―
)
翠
。
（
岳
こ
翠
邸
、
保
杏

苫゚◇
.
：
日
本
脳
荏
緊
｀
f

塁

翁

苓

、

9
改
を
組
由
し
、
整
骨
な
ら
薩
門
し
て
下
さ
い
。
⑯
欝

0
小
学
校

11
喜

望

、
It
、必

ー
ロ）

棗
人
間
ば
か
リ
で
な
く
、

m翠
＾

ゃ

い

こ

と

が

い

一

で

す

。

そ

れ

か

｀

ウ

炎

天

召

磨

和

lr行
い
痴
如
す
る
。

ー．
iIa-.ii.lこ

991=n.u-915-Ii.Ì
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